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約 1100 地点であったが、1979 年
には約 1300 地点に増えた。図表 1
では、年による地点数の違いの影響


























































































































































1976 198 1984 198 199 1 1998
・1 時間降水量の年間発生回数























　図表 2 は、2008 年 1 月 1 日から














































































































































































































































北海道 夕張市 鹿島(ｶｼﾏ) 37.0 36.0 1.03
北海道 河東郡上士幌町 上士幌(ｶﾐｼﾎﾛ) 43.5 37.0 1.18
秋田県 男鹿市 男鹿真山(ｵｶﾞｼﾝｻﾞﾝ) 56.5 48.0 1.18
秋田県 秋田市 大正寺(ﾀﾞｲｼｮｳｼﾞ) 52.5 49.0 1.07
岩手県 久慈市 山形(ﾔﾏｶﾞﾀ) 62.5 60.0 1.04
岩手県 二戸郡一戸町 奥中山(ｵｸﾅｶﾔﾏ) 37.0 33.0 1.12
岩手県 奥州市 米里(ﾖﾈｻﾄ) 52.0 46.0 1.13
宮城県 伊具郡丸森町 丸森(ﾏﾙﾓﾘ) 69.0 58.0 1.19
山形県 東田川郡庄内町 狩川(ｶﾘｶﾜ) 67.5 63.0 1.07
福島県 双葉郡川内村 川内(ｶﾜｳﾁ) 64.5 54.0 1.19
福島県 いわき市 川前(ｶﾜﾏｴ) 63.0 63.0 1.00
福島県 南会津郡南会津町田島(ﾀｼﾞﾏ) 53.5 51.0 1.05
茨城県 筑西市 門井(ｶﾄﾞｲ) 57.5 53.0 1.08
群馬県 利根郡みなかみ町みなかみ(ﾐﾅｶﾐ) 56.0 51.0 1.10
群馬県 館林市 館林(ﾀﾃﾊﾞﾔｼ) 84.0 71.0 1.18
埼玉県 久喜市 久喜(ｸｷ) 77.0 62.0 1.24
東京都 八王子市 八王子(ﾊﾁｵｳｼﾞ) 63.0 62.0 1.02
東京都 府中市 府中(ﾌﾁｭｳ) 58.5 56.0 1.04
千葉県 我孫子市 我孫子(ｱﾋﾞｺ) 105.0 73.0 1.44
山梨県 大月市 大月(ｵｵﾂｷ) 79.0 55.0 1.44
静岡県 富士市 富士(ﾌｼﾞ) 112.5 88.0 1.28
静岡県 榛原郡川根本町 川根本町(ｶﾜﾈﾎﾝﾁｮｳ 83.5 79.0 1.06
愛知県 一宮市 一宮(ｲﾁﾉﾐﾔ) 120.0 76.0 1.58
愛知県 岡崎市 岡崎(ｵｶｻﾞｷ) 146.5 55.0 2.66
愛知県 蒲郡市 蒲郡(ｶﾞﾏｺﾞｵﾘ) 71.5 67.0 1.07
岐阜県 高山市 六厩(ﾑﾏﾔ) 73.0 54.0 1.35
岐阜県 下呂市 宮地(ﾐﾔｼﾞ) 88.0 59.0 1.49
新潟県 新潟市西蒲区 巻(ﾏｷ) 49.0 45.0 1.09
新潟県 妙高市 関山(ｾｷﾔﾏ) 46.5 43.0 1.08
富山県 氷見市 氷見(ﾋﾐ) 68.5 51.0 1.34
富山県 富山市 大山(ｵｵﾔﾏ) 62.5 53.0 1.18
富山県 南砺市 南砺高宮(ﾅﾝﾄﾀｶﾐﾔ) 62.0 54.0 1.15
富山県 富山市 猪谷(ｲﾉﾀﾆ) 52.5 49.0 1.07
石川県 白山市 白山白峰(ﾊｸｻﾝｼﾗﾐﾈ 53.0 48.0 1.10
福井県 福井市 越廼(ｺｼﾉ) 67.5 50.0 1.35
福井県 勝山市 勝山(ｶﾂﾔﾏ) 58.5 50.0 1.17
福井県 大野市 大野(ｵｵﾉ) 64.5 50.0 1.29
滋賀県 東浅井郡虎姫町 虎姫(ﾄﾗﾋﾒ) 50.5 49.0 1.03
京都府 京丹後市 峰山(ﾐﾈﾔﾏ) 81.0 47.0 1.72
京都府 宮津市 宮津(ﾐﾔﾂﾞ) 71.0 52.0 1.37
大阪府 枚方市 枚方(ﾋﾗｶﾀ) 71.5 68.0 1.05
兵庫県 三田市 三田(ｻﾝﾀﾞ) 57.0 54.0 1.06
兵庫県 三木市 三木(ﾐｷ) 59.0 57.0 1.04
岡山県 笠岡市 笠岡(ｶｻｵｶ) 46.5 36.0 1.29
広島県 広島市安佐北区 三入(ﾐｲﾘ) 62.0 60.0 1.03
広島県 東広島市 河内(ｺｳﾁ) 88.5 59.0 1.50
広島県 福山市 福山(ﾌｸﾔﾏ)＊ 93.0 73.3 1.27
鳥取県 岩美郡岩美町 岩井(ｲﾜｲ) 48.0 48.0 1.00
鳥取県 鳥取市 佐治(ｻｼﾞ) 67.0 51.0 1.31
徳島県 海部郡美波町 日和佐(ﾋﾜｻ) 96.0 92.0 1.04
愛媛県 西条市 西条(ｻｲｼﾞｮｳ) 69.0 55.0 1.25
高知県 安芸市 安芸(ｱｷ) 83.0 74.0 1.12
山口県 萩市 須佐(ｽｻ) 60.0 55.0 1.09
佐賀県 嬉野市 嬉野(ｳﾚｼﾉ) 83.5 72.0 1.16
宮崎県 東臼杵郡椎葉村 上椎葉(ｶﾐｼｲﾊﾞ) 62.5 60.0 1.04
宮崎県 都城市 都城(ﾐﾔｺﾉｼﾞﾖｳ)＊ 76.5 73.5 1.04
鹿児島県 薩摩川内市 川内(ｾﾝﾀﾞｲ) 75.5 71.0 1.06
鹿児島県 霧島市 溝辺(ﾐｿﾞﾍﾞ) 81.5 81.0 1.01
鹿児島県 南さつま市 加世田(ｶｾﾀﾞ) 77.0 68.0 1.13
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各地で豪雨が発生している。例えば、
























図表 4 に、8 月 5 日午後 0 時の気
象衛星画像を示す。
























































図表―3 2008 年 8 月 5 日日降水量分布図 








全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水
重症 軽症
7 月 28 日 6 1 12 6 16 61 536 2464
8 月 5 日 5 54 153
8 月末 3 3 5 1 18 1678 8071 178
蛇行しやすいとの研究結果があり、
その影響が現れた可能性がある 8)。
　図表 5 は 2008 年の局地的な豪
雨による主な被害をまとめたもの
である。7 月 28 日には、兵庫県都
賀川流域に非常に強い降雨が発生
























































































発達期（10 ～ 15 分） 成熟期（15 ～ 20 分） 衰退期（5 ～ 10 分）



























































































































































































は半径 200km から 300km、半径
120 キロまでの範囲では定量的雨
量観測が可能である。降雨強度は







































代表周波数 代表的な波長 周波数帯 最大観測距離 バンド 特　徴
2.8GHz 10.7cm 2.7 ～ 3.0GHz 200km 程度以上 S
降水による電波の減衰が少ない。主に広域の降水観測に用い
られる。観測範囲は 800km も可能。
5.3GHz 5.7cm 5.25 ～ 5.35GHz 200km 程度
C 降水観測に利用。2.8GHz 帯レーダーに次いで降水による電波の減衰が少ない。
5.6GHz 5.4cm 5.60 ～ 5.65GHz 同上
9.5GHz 3.2cm 9.3 ～ 9.7GHz 60km 程度 X 降雨・降雪観測に利用。強雨時には電波の減衰が目立ってくるため広域観測には不向き。装置構成が比較的小規模で安価。
13.8GHz 2.2cm 13.8GHz 衛星搭載 Ku
35GHz 0.86cm 34.5 ～ 35.5GHz 30km 程度 Ka
降水による電波の減衰が大きいため降雨観測には不向き。
粒径が小さい雲や霧の観測に威力を発揮する。
95GHz 0.32cm 94.5 ～ 95.5GHz 10km 程度 W
図表10　気象レーダーの周波数帯
参考文献 11) を基に科学技術動向研究センターにて作成




























































をとる必要があり、10 ～ 15 分程
度を要する。積乱雲がもたらす降




































濃いグレー色部分　　　　　　　は 250m × 250m の正方形
















































































































































































































（b）R -K DP 法と地上雨量計比較

































は 80km、平面分解能は 500m メッ
 ２月号予定レポート 
















































































空間分解能 100 ｍ以下で 10 秒以
内に立体的に観測することのでき
るフェーズドアレイ・レーダーを、



















































して、2006 年 3 月にスーパーコ
ンピューターの更新に伴う演算能
力の向上とそれに伴い数値予報モ
デルの格子間隔を 10km から 5km
に改良を行ったときの成果を示す。





る。(a) は 7 月 19 日午前 6 時まで
の前 1 時間降水量の実況図（レー
ダー・アメダス解析雨量による）で
ある。また、(b) と (c) の図はそれ
ぞれ、7 月 18 日午後 3 時を初期値














































図 1に、７月 18日午後 3時を初期値とする 19日午前 6時の予報（15時間予報）を示しま
す。旧メソ数値予報モデル（MSM）（図 1 右）では同じ時刻の実況（図 1 左）と比べ、強
雨をほとんど予想できませんでしたが、新MSM（図 1中）では九州北部に強い降雨帯を予
測することができました。
図 1 平成 15年 7月 19 日午前 6時までの前 1時間降水量。左：実況（レーダー・
アメダス解析雨量）、中：新MSM、右：旧MSM。
2.  降雪の事例 
平成 16年 1月 13日から 14日にかけて、冬型の気圧配置となって、主に日本海側で降雪





図 2 平成 16年 1月 14日午前 3時までの前 3時間降水量。左：実況（レーダー・ア
メダス解析雨量）、中：新MSM、右：旧MSM。
旧 MSM新 MSM実況




























間隔 5km である。積乱雲は数 km
から 10km 程度の大きさであるた
め、5km 格子では十分に表現でき
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